
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

７月１日（火）に、平和学習の一環として講話を聴きました。事前に、講師の井上つぐみ

さんの動画（昨年、広テレの「テレビ派」で特集されたもの）と、井上さんが伝承する被爆

体験者の川本省三さんの生前の活動を紹介する動画を見ていたので、講話の内容も聴きやす

かったのではないでしょうか。 

生徒の皆さんの感想を読ませてもらいました。自分のことに置き換えて考えている生徒や、

今の生活（衣食住）に改めて感謝する生徒などがいて、自分の頭で理解し、考えている生徒

が多いことに安心しました。生徒の感想をいくつか紹介します。 

今まで自分は教科書、ネットのわずかな戦争の情報し

か聞いたことがなかったです。井上つぐみさんの話を聞

き、戦争の悲しさや辛さを知ることができました。ご飯

の代わりに食べる石ころ、新聞紙、そんなものおいしく

ないし、食べたくないと思います。それでも争って食べ

るほどうえているのだと思いました。まだ幼い子供でさ

え生きるために必死で、今ある当たり前をより深く感謝し、かみしめたいと思いました。

人々を大事にし、自分も大事にしたいです。それまで当たり前のようにいた家族、友人

もとつぜんいなくなるかもしれない、ある日が最後になり後悔しないよう過ごす日々を

大事にし、感謝したいです。川本さんもこんな日々をしたくなかったし、思い出したく

もなかったはずです。それでも戦争の辛さを伝え平和の尊さを広めてくださったおかげ

で日々や人々に感謝ができました。川本さん、井上さんの思いをむだにせず、これから

を生きていこうと思います。本日はわざわざ佐伯中に来てお話してくださりありがとう

ございます。（２年生） 

 

井上つぐみさんの講話を聞いて、最初に思ったのは、話しているときの笑顔がすてき

だと思いました。今日のお話を聞いて戦争は残酷で恐ろしいものだと思い、それ以上に

この歴史が若者の記憶から忘れられてしまうことが

怖いと思いました。井上さんの思いをとざさないた

めにも自分たちにできることを考えて行動していき

たいと思いました。（１年生） 
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平成三０年 

四月二７日（金） 被爆体験伝承者の講話 



私は広島生まれのため、戦争について話を聞くこ

とも多くありますが、あまり理解できておらず、大

変だったんだな、で終わってしまいます。ですが、

今日、井上さんの話を聞いて、自らが体験したこと

ではないものの、川本さんから受け継いだ話をもと

にした講話を聞き、被爆に対しての興味を持ちまし

た。また、原爆についてだけでなく、井上さんのよ

うな被爆体験伝承者に対しても魅力を感じました。

とても話が聞きやすく、どれほど辛かったのか、い

かに大変だったのかが分かりました。さらに、講話

の中で最後の方でしたが、自分や周りの人を大切に

するということがとても印象に残りました。被爆し

たとき自分や家族のことで精一杯だけど、戦争のな

い今の日本では、自分はもちろん、友達や家族のこ

とも大切にしていきたいです。本日はとても有意義な時間をありがとうございました。

（２年生） 

 

今日は被爆体験の伝承をしに佐伯中学校へわざわ

ざ話しに来てくださり、ありがとうございました。

井上さんが今日話してくれたことは、私にとって、

とても貴重な体験になりました。原爆が落とされた

事実だけでなく、被爆者の方たちが原爆投下後どん

な生活を送ったのか、どんな思いをしたのかが、話

を聞いて情景が浮かんできました。川本さんの見た

こと、思ったことが、私たちにとても伝わりました。

原爆が投下され、家族が亡くなり、私は生きていた

ら、自分はどう表していいか分からないほど悲しく

て、生きる気力もなくなるなと思いました。もし自

分だったら・・・と考えると、胸がとても苦しくな

りました。川本さんが見た孤児の話は、聞いていて、

原爆投下する事でこんなに大人や子供がなんで何も

してないのに犠牲になったり、苦しまないといけないんだろうと思いました。今回話し

に来てくださったおかげで、どんな事が起こったのかという事実を知ることができまし

た。今日は本当にありがとうございました。（３年生） 

皆さんの感想の中で一番多かったのは、孤児たちの悲惨な状況を聴き、当たり前と思って

生活している今をもっと大切にしたいといった内容でした。この夏も、様々なメディアで戦

争の悲惨さや平和の大切さが報道されます。関心を高くもって視聴し、中学生の自分たちに

できることを考えてみましょう。 


